
⑤

襟
章
制
定

ふ一`
卸

ら
る
。
翁
は
平
素
端
巖
、
温
議
、
然
も
稜
々
た
る
侠
骨
を
有
せ
り
。
翁
又
川

上
冬
崖
に
就
き
て
洋
霊
を
學
び
、
曾
て
英
照
皇
太
后
の
御
肖
像
を
描
き
奉

り
し
事
あ
り
。
花
鳥
山
水
何
れ
も
其
技
精
妙
に
逹
せ
る
が
、
殊
に
孔
雀
は
得

意
と
せ
し
所
な
り
。
嗣
子
十
畝
氏
能
＜
翁
の
衣
鉢
を
傾
へ
て
令
名
あ
り
。
門

下
又
池
上
秀
畝
、
廣
瀬
東
畝
等
、
幾
多
の
逸
足
を
輩
出
せ
り
。

国
者
誌
此
升
，

こ
れ
に
つ
い
て
は
五
一
明
治
四
十
四
五
五
教
務
内
規
、
諸
規
定
書
類
教
務
掛
」
に

次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
制
服
へ
襟
章
附
著
ノ
件
掲
示
案
伺

生
徒
一
般

自
今
本
校
各
分
科
生
徒
ノ
識
別
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
生
徒
制
服
上
衣
ノ
左
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（掲示案蔀付文書より。）

襟
端
二
別
記
文
字
ノ
襟
章
ヲ
附
著
ス
ヘ
シ

但
シ
本
襟
章
ノ
販
買
ハ
本
校
出
入
商
人
静
一
堂
二
之
ヲ
許
可
七
リ

大

正

四

年

九

月

日

本

校

右
文
書
欄
外
に
「
九
月
十
一
日
学
年
始
ョ
リ
実
施
」
と
い
う
記
入
と
羽
田

（
禎
之
進
）
の
捺
印
が
あ
る
。

⑥

矢
代
幸
雄
の
起
用

岩
村
透
の
辞
職
（
正
式
な
辞
職
は
大
正
五
年
四
月
七
日
休
職
満
期
の
時
点
で
あ
る
。）

に
伴
い
、
正
木
直
彦
校
長
は
大
正
四
年
九
月
十
日
付
で
矢
代
幸
雄
を
嘱
託
と
し

て
起
用
し
た
。
矢
代
は
明
治
二
十
三
年
生
ま
れ
で
大
正
四
年
七
月
に
東
京
帝
国

大
学
文
科
大
学
英
文
学
科
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
青
年
で

あ
っ
た
。
正
木
は
『
回
顧
七
十
年
』
（
昭
和
十
二
年
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）
の

中
で
矢
代
の
起
用
に
つ
い
て
、

大
正
の
初
め
、
美
術
學
校
で
英
語
の
数
師
を
求
め
て
居
つ
た
時
、

長
の
瀬
戸
虎
記
君
か
ら
、

『
丁
度
、
今
年
―
帝
大
英
文
科
を
出
た
の
で
、
矢
代
幸
雄
と

い
ふ
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
銀
時
計
組
で
、
か
な
り
の
俊
オ
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
役
に
立
つ
だ
ら

う
と
思
ふ
。
―
つ
使
っ
て
見
て
貰
ひ
た
い
。
』

と
云
つ
て
来
た
。
本
人
に
會
つ
て
話
し
て
見
る
と
、

『
私
は
大
學
へ
行
っ
て
居
り
乍
ら
、
太
平
洋
霊
會
へ
行
っ
て
縮
を
習
っ
た

り
、
叉
彫
刻
も
や
っ
た
り
し
て
ゐ
ま
し
た
。
専
門
は
英
文
學
で
す
が
、
行
く

／
＼
は
美
術
史
家
と
云
ふ
も
の
に
な
り
た
い
考
へ
で
す
。
だ
か
ら
、
美
術
學

校
へ
英
語
で
使
っ
て
貰
へ
た
ら
便
宜
が
多
く
て
結
構
だ
と
思
ひ
ま
す
。』 一

高
校
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日）

は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

起
用
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

矢 代 幸 雄

と
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
英
語
を
受
持
た
せ
て
見
る
と
、
學
生
の
間

で
大
嬰
評
判
が
い
4
。
と
云
ふ
の
は
、
英
語
の
教
科
書
を
美
術
書
を
使
っ
て

や
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
英
語
を
や
る
と
同
時
に
美
術
の
方
の
知
識
も

得
ら
れ
る
。
更
に
、
自
分
は
英
文
學
の
専
攻
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
美
術
家
と

し
て
心
得
て
置
い
た
が
よ
い
、
と
思
ふ
や
う
な
文
學
に
就
い
て
の
知
識
も
そ

れ
と
一
緒
に
ボ
ッ
／
＼
織
込
ん
で
行
く
、
と
云
ふ
風
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
二

重
に
為
に
な
り
、
興
味
も
拉
た
れ
て
、
美
術
學
生
な
ど
大
抵
は
語
學
を
好
ま

ぬ
の
に
拘
ら
ず
、
英
語
の
時
間
と
い
ふ
も
の
は
歓
迎
さ
れ
る
や
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
見
て
、
私
は
、
よ
い
人
を
得
た
、
と
悦
ん
で
居
っ
た
。

（
一
週
八
時
）

と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
矢
代
は
英
語

術
史
（
同
二
時）

、
西
洋
彫
刻
史
（
同
一一一
時
）
も
担
当
し
た
。

『
万
朝
報
』

の
み
で
な
く
西
洋
美

岩
村
辞
職
後
の
処
置
が
注
目
を
集
め
て
い
た
中
で
、
こ
の
若
き
大
学
院
生
の

（
大
正
四
年
十
二
月
十
四

〇
畳
家
で
な
い
聾
家

△
美
術
學
校
に
聘
さ
れ

た
矢
代
氏

九
月
か
ら
東
京
美
術
學
校
に

聘
さ
れ
て
英
語
と
美
術
史
に

数
鞭
を
執
つ
て
ゐ
る
矢
代
幸

雄
氏
(
-]
+
)

ハ
、
今
夏
東
京

じ
て
、
而
も
氣
持
の
い
A
面
白
い
人
物
ハ
少
な
か
ら
う
』
と
賞
め
て
ゐ
た

大
學
院
に
在
學
中
で
あ
る
、氏
ハ
横
濱
市

直
紐
海
産
物
輸
出
入
商
矢
代
宗
勝

氏

（六
十
）
の
一
人
息
子
、
母
ハ
お
美
佐
(
AE
+
)
と
い
ふ
、
初
め
横
濱
商
業
學
校

へ
入
學
し
た
が
、
商
業
に
ハ
趣
味
を
有
た
ず
、
将
来
法
律
で
身
を
立
て
や
う

と
決
心
し
、
中
學
、
第
一
高
等
學
校
と
順
路
を
経
て
大
正
元
年
＿帝
大
法
科
に

入
學
し
た
、
と
こ
ろ
が
、
父
宗
勝
氏
ハ
法
律
が
大
嫌
ひ
、
陵
せ
、
啜
せ
と
い

き

う
て
肯
か
な
い
為
、
六
ヶ
月
後
英
文
科
に
轄
學
し
た
の
で
あ
る
、

頭

脳

明

晰
、
在
學
中
ハ
い
つ
も
特
待
生
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
性
来
給
を
描
く
事
を
好

み
、
随
つ
て
箱
盪
に
趣
味
を
持
つ
所
か
ら
大
概
の
綸
聾
展
覧
會
ハ
参
観
し
、

批
評
を
試
み
て
ハ
備
忘
録
に
手
記
し
置
き
、
各
大
家
の
批
評
と
比
較
し
て
柴

し
ん
で
ゐ
た
、
氏
ハ
慎
の
美
術
の
批
評
を
せ
ん
と
す
る
に
ハ
箱
霊
を
習
得
し

蜜
家
と
し
て
立
つ
て
も
恥
し
か
ら
ぬ
技
伺
が
な
く
て
ハ
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の

で
、
大
學
に
入
っ
て
か
ら
夜
丈
け
小
石
川
の
日
本
水
彩
聾
會
研
究
所
に
通

ひ
、
第
七
回
の
文
展
へ
『
草
原
に
赤
い
傘
』
と
題
す
る
水
彩
霊
を
出
品
し
て

入
選
し
た
、
そ
れ
ハ
大
倉
組
の
店
員
が
買
求
め
て
今
に
愛
蔵
し
て
ゐ
る
、
こ

の
夏
上
田
文
科
學
長
、
瀬
戸
第

一
高
等
學
校
長
、
正
木
美
術
學
校
長
そ
の
他

文
展
審
査
委
員
二
三
名
が
偶
と
會
っ
た
席
上
『
大
學
生
中
に
、
聾
も
描
い
た

り
、
美
術
史
を
研
究
し
た
り
し
て
ゐ
る
男
が
あ
る
』
と
云
ふ
談
し
か
ら
正
木

校
長
が
氣
に
入
っ
て
了
つ
て
卒
業
後
美
術
學
校
へ
聘
し
た
の
で
あ
る
、
矢
代

氏
ハ
往
訪
の
記
者
に

『
こ
れ
ま
で
ハ
只
好
き
で
描
い
た
り
、
批
評
し
た
り
し

た
の
だ
が
、
美
術
學
校
講
師
の
末
席
を
汚
す
以
上
ハ
正
式
に
美
術
を
研
究
せ

ね
バ
な
ら
ず
、
西
洋
美
術
史
研
究
と
し
て
大
學
院
に
入
っ
た
次
第
で
す
』
と

語
っ
た
、
正
木
校
長
ハ
『
箱
も
描
く
、
語
學
も
逹
者
、
美
術
史
に
も
博
く
通

帝
大
の
文
科
を
優
等
で
卒
業
し
、恩
賜
の
銀
時
計
を
拝
受
し
た
一
人
で
、
今
ハ

667 第15節 大正 4年


